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　柳井市子ども会育成連絡協議会の主催による毛筆
習字コンテストの表彰式が行われました。コンテス
トでは、書初めとして取り組まれた１８１点の応募作
品の中から、６８点の入選作品が選ばれ表彰・展示さ
れました。

毛筆習字コンテスト1 /26

　市内のスポーツ少年団の団員や保護者など、７５
チーム３４２人が参加した駅伝競走大会が、ビジコム
柳井スタジアムで開催されました。寒風の中、各団
のユニフォームに身を包み、優勝をめざして元気よ
くたすきをつないで走りました。

スポーツ少年団駅伝競走大会1 /26

　林業研究グループ・柳井ふれあい森の会による森林
体験学習が伊陸小で開催されました。今回は伊陸小野
外活動クラブの部員らが竹を使ったパン作りに挑戦。
会のメンバーから竹や炭についての説明を受け、炭火
の上で竹を回転させながらパンを焼いていました。

森林体験学習1 /27

　国指定天然記念物の余田臥龍梅の管理をされてい
る余田臥龍梅保存会の呼びかけに地元の皆さんや柳
井西中１年生、余田小３年生などが参加し、付近の清
掃・整備や若木の剪定、苗木の植樹に汗を流しました。
今年の梅の見ごろは２月下旬と見込まれています。

余田臥龍梅ふれあい奉仕作業1/28

　県警本部交通企画課の職員を講師に迎え、市交通
安全推進協議会の主催による市内幼稚園・保育園（所）
の園児と保護者を対象とした交通安全教室が開催さ
れました。模擬交差点を使うなどして、親子そろっ
て実践的な交通安全を学びました。

親と子の交通安全教室1/30
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　ふれあいどころ４３７でどんど焼きが開催され、正
月飾りや書き初めなどを燃やし、無病息災、五穀豊
穣を願いました。また会場では、焼きいもやぜんざ
いが振る舞われ、参加者は勢いよく燃えあがるどん
どを眺めながら体を温めていました。

風ん子どんど1 /13

　まちおこし団体ブランニューフォースと柳北地区ス
ポーツ推進協議会の主催によるどんど焼きとおしく
らまんじゅう大会が柳北小で開催されました。グラウ
ンドでどんど焼きを終えた後、体育館に集まり、大人
も子どもも、力いっぱい押し合いを楽しんでいました。

おしくらまんじゅう大会1 /13

　市教育委員会の教育方針「志を立て、夢や希望を育
む教育の推進」を「立志の教育」として掲げたイベント
がアクティブやないで開催されました。表彰や発表、
パネルディスカッションなどが行われました。（写真は
立志の主張最優秀賞を読む柳井中２年・窪田真歩さん）

やない立志の教育のつどい1 /18

　柳井市水泳連盟主催の第２４回新春スイムフェス
ティバルがアクアヒルやないで開催されました。大
会には、幼児から高校生まで１２８人が参加。学年・
種目別で記録更新を目指し、力泳が繰り広げられま
した。

新春スイムフェスティバル1 /19

　介護について考える催しが、アクティブやないで開
催され、介護の実演やクイズなどが行われました。ま
た、恒例の介護劇では、遠距離介護をテーマに、在宅
介護を支えるサービスや遠距離介護をめぐる家族の想
いなどが演じられました。（写真は介護劇の様子）

第１４回　介護の集い1 /25
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保存版

柳井市健康づくり計画
　　「おいしい  たのしい  元気やない」㉒
『郷土料理を食卓に取り入れましょう！』

　わが国には、四季折々の自然の恵みを食材として生かした特色ある産物や料理があり、長い年月を
経て地域の伝統的な行事や作法とも結びつきながら食文化が形成されてきました。一方で食の多様化
が進み、郷土料理が家庭の食卓にのぼることが少なくなるなど、地域の伝統的な食文化が失われつつ
あります。郷土の味の伝承や地域の食文化は、意識して積極的に継承していくことが必要です。
　柳井市健康づくり計画では、家族と一緒に食卓を囲んで会話を楽しむとともに、食に関する話題を
広げて食事のマナーや食文化を伝える場とすることを推進しています。受け継がれてきた郷土料理を
食卓に取り入れましょう。

【柳井地域の郷土料理】　「柳井市史」によると、柳井地域では茶がゆ、ねばり、ねばりもち、いとこ煮、
ちしゃなます、けんちょう、瀬戸貝料理等が食べ継がれてきたようです。

○茶がゆ（1人分１４２kcal、塩分０．０ｇ）　材料（４人分）／米…１カップ、水…７～８カップ、番茶…１５ｇ

      作り方　①大き目の鍋に水を煮立て、番茶を入れた茶袋を入れて煮出す。茶
の色が濃く出たら、茶袋を取り出す。②米は洗わず①に入れ、ふきこぼれな
い程度の強火で約１７～１８分炊く。米の芯がなくなり、米がしまった感じに
なれば出来上がり。

　＊米だけを使って作ることもありますが、柳井地域ではさつま芋のぶつ切りを入れた「芋がゆ」、小
　　麦粉をこねてちぎって加えて炊く「団子がゆ」、そら豆の青くやわらかいものを加えた「豆がゆ」も
　　作られてきました。

○飛竜頭（ひろうず）（１人分１５０kcal,、塩分０．７ｇ）　材料（６人分）／エソミンチ…３００ｇ、木綿豆腐…２４０ｇ
　卵…１個、酒…小さじ１、しょうゆ…小さじ1/2、塩…小さじ1/2、ごぼう…６０ｇ、人参…３０ｇ、揚げ油

　　作り方　①ごぼうはささがきにして水にさらす。人参はせん切りにする。
　②豆腐は水切りしておく。③ボウルに野菜以外の材料を合わせてよく練
　り混ぜる。④ごぼうと人参を加えて更に練り混ぜる。⑤一人３個ずつに
　なる程度の小判型に丸めて揚げる。

　＊エソミンチの代わりに他の白身魚やイカ、えび等のすり身でも代用で
　　き、ワカメやひじきを加えてもよいです。

○けんちょう（１人分８５kcal、塩分０．９ｇ）　材料（６人分）／木綿豆腐…３００ｇ、大根…３００ｇ、人参…６０ｇ
　干し椎茸…３枚、油揚げ３/４枚、大根葉…３０ｇ、油…大さじ１弱、しょうゆ…大さじ２、みりん…大さじ１

作り方　①豆腐は水切りしておく。②大根、人参はいちょう切り、干し椎
茸は水で戻して細切り、油揚げは油抜きして細切りにする。③大根葉は茹
でて小口切りにする。④鍋に油を熱して②を炒め合わせ、調味料を加える。
⑤蓋をして煮立ってきたら豆腐を手で崩しながら加えて中火にし、野菜に
火が通ったら火を止めて大根葉を散らす。

　＊材料は大根と豆腐だけという単純なものから、里芋、人参、れんこん、こんにゃく等を組み合わ
　　せることで、各家庭の味ができます。油揚げの代わりに豚肉や鶏肉を使うこともあるようです。

レシピ提供：柳井市食生活改善推進協議会　　　　　　

●問い合わせ　市保健センター　☎㉓ 1190
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■
振
り
込
め
詐
欺
や
買
え
買
え
詐
欺
に
ご
用
心

○「
振
り
込
め
詐
欺
」 

の
一
例

▼
市
役
所
の
職
員
等
を
か
た
り
、
医

療
費
の
還
付
手
続
と
称
し
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
現
金
を
振

り
込
ま
せ
て
だ
ま
し
取
る
。

○「
買
え
買
え
詐
欺
」の
一
例

▼
架
空
の
投
資
話
に
関
す
る
名
義
貸
し
を
依
頼
し
、
承

諾
す
る
と
、
後
日
別
の
人
物
が
「
名
義
貸
し
は
違
法

だ
。
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
の
に
△
△
万
円
必
要
」
な

ど
と
言
っ
て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
。

○
被
害
者
の
多
く
は
、
60
歳
以
上
で

全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼「
風
邪
を
ひ
い
た
」「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」な

ど
の
不
審
電
話
は
、
一
旦
電
話
を
切
り
、
家
族
や
本
人

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
し
か
分
か
ら
な
い
合
い

言
葉
や
暗
号
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

▼「
絶
対
儲
か
る
」な
ど
の
う
ま
い
話
や「
損
失
を
取
り
戻

せ
る
」「
名
義
代
を
払
う
」な
ど
の
話
は
要
注
意
で
す
。

▼
ゆ
う
パ
ッ
ク
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の
現
金
送
付
は
法

律
違
反
で
す
。
こ
の
よ
う
な
指
示
を
受
け
た
ら
詐
欺

を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

▼
不
審
な
電
話
、
不
審
な
封
書
が
届
い
た
と
き
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
家
族
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○：両館とも所蔵
■休館日
 ・毎週月
※柳井図書館
 ・祝日の翌日
 ・月末整理日（2/28金）
※大畠図書館
 ・祝日

ごめんねと　素直に言おう　わたしから

■
一
般
書（
柳
井
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書
館
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・
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■
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犬
に
な
っ
た
王
子
 ・
・
・
・
・
・
・
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み

島し
ま　

久
子

い
の
ち
を
い
た
だ
く
 ・
・
・
・
・
・
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坂
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喜き

ま
だ
だ
よ
ま
だ
だ
よ
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・
・
・
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し
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書
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音
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・
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も
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■
携
帯
電
話
の
料
金
の
支
払
い
が
遅
れ
る
と
、
住

宅
ロ
ー
ン
が
組
め
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
、
本
当
で
す
か
？
。

店
頭
で
「
携
帯
電
話
本
体
が
実
質
０
円
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
「
こ
の
機
種
を
買

う
と
、
月
々
の
通
話
料
、
パ
ケ
ッ
ト
使
用
料
が
お
得

に
な
り
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
携
帯
電
話
の
分
割
払

い
、
つ
ま
り
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
契
約
で
す
。

ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
は「
信
用
情
報
機
関
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
借
り
入
れ
や
滞
納
の
情
報
が
登

録
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
「
も
し
支
払
い
が
遅
れ
た
ら
、

そ
の
情
報
が
い
わ
ゆ
る
〝
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
〞
に
登
録

さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、
携
帯
電
話

の
料
金
を
う
っ
か
り
支
払
い
忘
れ
て
い
た
た
め
に
、

新
た
な
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
は
あ
り
得
ま
す
。
携
帯
電
話
の
契
約
が「
ロ
ー

ン
」と
み
な
さ
れ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
貸
出
限
度
額
が

少
な
く
な
る
こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。

携
帯
電
話
の
契
約
時
に
は
、
契
約
書
や
説
明
資
料

を
よ
く
読
ん
で
、
自
分
が
ど
ん
な
契
約
を
結
ぶ
こ
と

に
な
る
か
、十
分
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉒
２
１
２
５（
㈪
〜
㈮
８
時
30
分
〜
17
時
）

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３（
９
２
４
）０
９
９
９

消
費
者
相
談
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柳
井
市
役
所
総
合
政
策
部
政
策
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画
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
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印
刷　
（
株
）
藤
本
印
刷

電
話　

☎
０
８
２
０
㉒
２
１
１
１
内
線
４
７
３ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yanaishi@
city.yanai.lg.jp 

広
報
や
な
い
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

住
所　

〒
７
４
２
‐
８
７
１
４
山
口
県
柳
井
市
南
町
一
丁
目
１０
番
２
号 

広
報
や
な
い
等
で
市
が
収
集
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
柳
井
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
て
適
正
に
取
り
扱
い
ま
す
。 「広報やない」の音訳版と点訳（抜粋）の作成をしています。　●問い合わせ　音訳しらかべの会　☎㉓０１７２（粟屋）

「音訳しらかべの会」の皆さんによる「声の広報（音訳版広報）」を発行後１週間程度で市ホームページに掲載しています。

表
紙
写
真
の
説
明

　

消
防
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
年
に
一

度
の
祭
典
、
消
防

出
初
式
の
様
子
で

す
。
堂
々
と
し
た

制
服
姿
の
行
進
が

通
り
に
映
え
ま
す
。

編
集
後
記

　

こ
の
季
節
、
お

ろ
し
酢
醤
油
で
食

べ
る
海な

ま

こ鼠
は
こ
り

こ
り
と
し
て
最
高

で
す
。
こ
の
超
グ

ロ
テ
ス
ク
な
海
鼠

を
、
そ
も
そ
も
食

べ
て
み
よ
う
と
考

え
た
祖
先
の
勇
気

に
対
し
、
勝
手
に

敬
意
を
表
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
ら
、

漱
石
さ
ん
も
「
吾

輩
は
猫
で
あ
る
」で

そ
ん
な
先
人
の
胆

力
に
敬
服
し
て
い

ま
し
た
。（
三
浦
）

2/15 土～ 2/16日
　第13回  やまぐち・ラン展  in  柳井
　　県下の愛好家のみなさんが育てられた
　様々な種類のランをご覧いただけます。

2/21金～ 2/23日
     山口県旬の花　洋ラン展
　▼県下の生産者による直売、植え替え体験、
　　相談コーナー　22土・23日
　▼展示品が当たる大抽選会（除外品があり
　　ます）　23日 15:00 ～
2/28金～ 3/ 5水
     2014 柳井つばき展

プリムラ・マラコイデス
　サクラソウ科　観賞期：１月～３月
伸びた花茎に、段をなしてリング状に小
さな花をたくさん咲かせるとても可憐な花
です。フラワーランドでは、センタープラ
ザ外廊下で３色の鉢植えを楽しむことがで
きます。

☎㉔１１８７
イベントガイド

第６回花の絵手紙大賞　花まる大賞作品

        ギャラリー展示  　開館 9時～ 17 時 　　　（毎週火曜日休館）　

～ 2/17 月    桑本成規写真展「里の四季」
2/19 水～ 3/ 3 月    ルンビニ保育園子供達作品展
3/ 5 水～ 3/17 月    田中幹夫「瓢箪の美」展

●問い合わせ　やない西蔵  ☎㉓２４９０

休日夜間応急診療所（☎㉒９００１）
受付は診療終了時間の 30分前まで／土曜日休診
■休日昼間： ９時～１２時・１３時～１７時
■平日夜間：１９時～２２時

　県小児救急医療電話相談（１９時～２３時）
 ☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話からは☎＃８０００）

広報やない２月 13日号の主な内容
女性の健康週間　　　　　　　　　　　    ２　　　　　まちの出来事　　　　　　　　　　　　１２
市政だより　　　　　　　　　　　　　 　４　　　　　健康づくり計画　　　　　　　　　　　１４
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